
2005年７月の���全国理事会で選出され
て2007年４月１日より2010年３月31日迄の４

年間､ 第10代���会長を大過なく務めさせ
て頂きました｡ 従来､ 名誉会長は会長が在任

の支部から支部長が､ 推薦し､ 理事会で決定

して､ 総会の承認を経て決定されていました｡

しかし､ 今回からは､ 島谷支部長が竹内会長

宛に ｢���名誉会長推薦書｣ を提出して､
支部長連絡会で ｢会長在任期間の業績と活動

実績の報告｣ をして､ 支部長連絡会で同意を

得て､ 理事会に議案として挙げ､ 理事会の承

認を経て､ 総会で承認得ることとなりました｡

2010年度第１回支部長連絡会は７月４日

(日) に関西学院大学梅田キャンパス��ハ
ブスクエア大阪で開催されました｡ 2010年３

月29日 (月) に本部引き継ぎ会を福岡大学で���前事務局長の石井先生と���会長竹内
先生及び���事務局長小山先生と小生と２
時間に亘る事務引き継ぎを行いました｡ その

折に､ 竹内会長から第１回支部長連絡会には､

前会長と前事務局長は是非､ オブザーバーと

して参加して欲しいとの要請を受けました｡

第１回支部長連絡会の審議事項２で､ 島谷

支部長より､ 小生を事前に配布されていた参

考資料に沿って､ 小生の会長在任期間中の���会長としての活動実績が支部長連絡会
で報告されました｡ 竹内会長は小生の���
会長としての活動実績の中で､ 第３回�����

����2008 (８月４日―８日､ 於：福岡国際
会議場､ 西南学院大学及び福岡大学) で大会

実行委員長を務め､ 大会は成功裡に終了｡ 大

会予算は当初3�000万円であったが､ 決算の
会計収支報告では､ 300万円の黒字となり､

各支部が大会前に事前の準備拠出金に応じて､

各支部に黒字分が返金された功績を特に､ 称

えてくれました｡

2009年10月に���第50周年記念誌の発行
の委員会を立ち上げ､ 編集委員長に､ 野村和

宏先生 (神戸市外国語大学) を任命して､ 各

支部より２名の編集委員からなる委員会を設

立して､ 各支部のご協力により､ ｢外国語教

育メディア学会50年の歩み－���から���
そして未来へ－｣ (179頁､ (株) 金星堂出版､

平成22年８月１日発行) は第50周年記念大会���全国大会 (８月３日―５日､ 於：横浜

サイエンス・フロンティア高等学校) で､ 参

加者全員に配布され､ 不参加者にも後日､ 支

部事務局より送付されました｡���会長の任期４年間はあっと言う間の
期間でしたが､ 小生の在任期間に５年毎にし

か開催されない���������を初めて日本で
開催し､ その実行委員長の職を各支部役員及

び会員諸氏のご協力・ご支援により大会が盛

会裡に終わったこと､ 世界より34ヶ国からの

参加者あり､ 外国からの参加者との知己を得

て､ 2009年８月の����大会 (於：ドイツ・�

雑感 ���名誉会長に就任して���名誉会長 木 下 正 義



エッセン大学) 参加の折は､ ��������2008
の参加者から感謝と労いの言葉を頂きました｡

｢外国語教育メディア学会50年の歩み－���
から���そして未来へ－｣ (外国語教育メディ
ア学会編) の記念刊行誌の第1頁に拙稿

｢���(旧���) と歩んだ教師人生－想い残っ
た大会を振り返って－｣ 掲載して頂き､ これ

も偶然にもこの時期に会長を在任期間であっ

たこと等､ 会長期間中に想い出に残る大会や

出版に遭遇したことに何かの縁を感じました｡

外国語教育メディア学会九州・沖縄支部が

結成されて40年！感無量です｡ 思えば60年ほ

ど前に中学校の英語教諭として就職し､ より

良い教材や指導の方法を模索しながら一人で

悩んでいる時､ 明るい希望を与えて頂いたの

が��� (現���) とそこに集まられる同志
だったのです｡ この度はその学会から功労賞

を頂き嬉しいというよりは恐縮しながら ｢感

謝状は私が���学会と同志の皆さんにお贈
りすべきものです｣ と心の中で叫んでいます｡

戦後10年余りの間に日本は産業や経済界を

中心に国際化が急激に進み､ その流れが英語

教育界にも大きな影響を及ぼし読む､ 書くだ

けではなく､ 聴く､ 話す能力が重視されるよ

うになりました｡ 然し英語の母語話者を教師

として雇う経済力は無く､ 日本人英語教師の

再教育や録音機に頼るしか方法はあり得ませ

ん｡ 蓄音機に勝るテープレコーダーが1950年

代に開発されて英語教育の方法は大きく改善

されました｡

教育機器の活用に強い関心を持ち始めてい

た1958年に米国留学の機会を得て､ ミシガン

大学では基礎になる英語音声学や音素論及び

構造言語学などを学ぶと共に既に完備されて

いた��教室を用いて英語音声を効果的に指
導するための理論や方法を学びました｡ 更に

同じような興味をお持ちの金田正也先生と知

り合う機会を得て帰国後も交流を続け､ 週末

にはよく神戸へ出向いて同志数名の研修会に

参加しました｡ このような動きが関東地方に

もあって遂に1961年���が発足したのです｡
その頃九州では��設備を持っている学校

は少なく､ 私が勤務していた学校では火災で

失った校舎を新築する動きの中で教育内容の

改善充実にも配慮がなされ簡易ながらも��
教室を設置する提案が採用されました｡ 要領

よく使うだけではなく常に研究課題を持って

教材を準備したり指導の方法を工夫したりし

て､ その結果を���で発表しては同志の意
見を頂いて更なる改善を図るように努力しま

した｡ 1964年同志社女子大学で開催された���全国大会で研究発表をした時泉マス子
先生と板倉武子先生にお会いして早速３人で

研究会を持ち始めました｡ やがて私が福岡教

育大学へ転勤したので週１日とれる研修日を

同じ曜日にして毎週集まって研究活動に熱中�

(支部功労賞を受賞された木下先生と池浦先生)���九州・沖縄支部の同志に感謝
池 浦 貞 彦



しました｡ その成果は学会活動の中で発表し

たり論文に纏めたりする一方��用英語教材
として２冊､ 英語音声学専門書として１冊出

版することができました｡ 更に私が九州・沖

縄支部長に選ばれた際はお２人が副支部長と

して有難い支援をしてくださり､ 親交は今で

も続いて ｢吾が人生の宝：３Ｉ会｣ となって

います｡

この３Ｉ会がきっかけとなって関西や関東

に出向かなくても九州の身近な場所で研修会

を持つ動きが強くなり､ 遂に1970年九州・沖

縄支部の誕生に至りました｡ 私は音声学にも

興味を持っていたので口腔関係の実験設備が

整っている福岡歯科大学の大薮勉先生と��
教室が設置されている近畿大学九州工学部の

吉永光明先生､ それに九州工業大学の米国人

講師��������������先生と一緒になって
実験音声学の立場から主に日・英語音声の比

較研究を深めました｡ ���でも再三研究発
表を行いましたが､ 少し専門的過ぎる内容の

場合は音声学世界会議や世界応用言語学会で

発表し夫々の論文集に採用されました｡

中学校や高等学校の先生達との研究活動も

盛んに行い1969年福岡中央高等学校で視聴覚

教育合同全国大会を開催した際は服部辰夫先

生､ 井上史郎先生､ 川尻徳先生達の御活躍が

有難い原動力になりました｡ 更に北九州市を

中心に��教室を設置する中学校が増えたこ
とや高等学校入学試験に聴解力試験を導入す

る際の推進力になったことは間違いありま

せん｡

コンピュータをはじめ各種機器が次々に開

発され外国語教育の分野にも急激な変革が起

こり学会の名称も変りましたが､ ���がこ
の流れの正しい先導役を務めながら益々の発

展を遂げますようにお祈りして受賞のお礼に

代えさせていただきます｡

このたび､ ���50周年記念､ そして､ 九州・
沖縄支部40周年という記念の年に､ 九州・沖

縄支部の支部長を長年務められました福岡大

学の大津敦史先生よりご推薦をいただき､ 学

会賞・教材開発賞を授かりました｡ そのよう

な身に余る賞をいただきまして､ 心より深く

感謝申し上げます｡ 大津先生の支部長最後の

年に､ 九州・沖縄支部から初めての学会賞を

いただきまして､ ｢関東から九州に来て本当

に良かった｣ と喜びを噛み締めております｡

学会賞をいただきました���������������������������(���) という ｢洋書コミュニティ・
システム｣ の開発には､ 14年という年月がかけ

られています｡ その14年間を振り返りますと､

それは､ 私にとって30代の青春そのものでした｡

｢青春｣ といえば､ サムエル・ウルマンの ｢青

春 (�����)｣ という有名な詩､�

(学会創設50周年記念顕彰を受けられた池浦先生)

学会賞を受賞して

水 野 邦太郎 (福岡県立大学)



�������������������������������������������������������������������������������������������� �������������������������������
という一説を多くの方々が思い浮かべること

と思います｡

その詩とともに､ 私にとってこの14年間は､

今は亡き国語学者の大野晋先生が書かれた次

の一説が､ 心の奥底で支えとなってきました｡

大野先生の ｢青年と学問｣ という文章から､

次の一説を引用させていただきたく存じます｡

｢学問とは､ 大きな事実の集積に耐えて､

一人の人間が､ その重圧の中で､ 膨大な事実

を貫徹する､ 一つの筋道を見出していく作業

です｡ それは､ 細かい事実を洩らさない心づ

かいと､ 多くの雑然たる事実に覆われている

論理を見抜く､ 透明な精神の活動とによって

成り立つものですが､ その事実を集めたり､

あるいは推理を働かせたりする作業は､ ただ､

風が吹いてきて木の葉がたまった､ というよ

うに出来上がるものではないのです｡ やっぱ

り､ 一人の人間がいて､ 人を好きになったり､

きらいになったり､ あるいは､ お金がなくて

困ったり､ あるいは国を救いたいと願ってい

る､ 一個の人間のすることです｡

学問とは､ そういう人間が､ 青年期に自分

に対して､ 荷物として課したものを運びきろ

うとして､ 努力を重ねて成し遂げることであ

り､ あるいはまた､ 青年期に､ 自分の中に､

傷として受けたことを癒そうとし､ あるいは､

傷を浄化しようとして､ さまざまな形を与え

て､ 世の中に現して行く製作物であるのです｡

その傷が何であったか､ 願いが何であったか

を理解しないと､ 学問が人間と結びついてこ

ないでしょう｡｣

教育についても､ 同じことがいえるのでは

ないかと思います｡ それは､ 自分が20年前に

大学の英語の授業で受けた､ 傷や願い､ 決意

が､ ���という ｢洋書コミュニティ・システ

ム｣ の開発において自分の心の奥底のほうで

支えとなり､ 努力の形づけの基礎となってい

るからです｡ 大学を卒業して20年がたち､ 英

語の教師として､ 自分が学生のとき授業で受

けた､ 傷や願い､ 決意を胸に､ ｢自分が教わっ

たように教えない｣ という志をもって､ 日々､

教壇に立っておりますが､ 果たして自分の授

業がどのように一人ひとりの学生にとって役

立っているのか､ 自信が持てなくなるときが

あります｡ そのようなとき､ 私の授業を受け

ている学生たちが､ 後になって ｢ああ良かっ

た｣､ というような日がくるかもしれない､

そういう時がきて欲しい､ いつの日か授業で

経験したことの意味に気づく時がくる､ そう

思いながら英語の教師という仕事を続けてい

ます｡

そうした今の自分の気持ちを励ましてくれ

る､ そして､ 私たち教師に元気を与えてくれ

るロングフェロウの詩､ ��������������������を最後にご紹介させていただき､ こ
のたびの学会賞授与の感謝の気持ちにかえさ

せていただきたく存じます｡������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������



�������������������������������������������������������������������� ����������������������������������������������
2010年度���九州・沖縄支部研究大会は､
支部創立40周年目にあたり､ ｢40周年記念大

会｣ と銘打って､ ６月５日 (土) に開催され

ました｡ 会場は､ 長崎県佐世保市にあり､ 古

き良きオランダの街並みをイメージしたボタ

ニカルリゾート・ハウステンボスを選びまし

た｡ 九州一円のみならず全国各地からもご参

加いただける様に､ 開会式の時間を午後から

に設定しましたが､ それが功を奏したのか､

参加者総数は大会参加者の同伴者の方々まで

含めると100名弱に達し､ またその半数以上

が園内で開催された懇親会にもご参加いただ

きました｡

開会式では､ 第６代支部長に就任された島

谷浩先生 (熊本大学) が､ 今後の支部運営方

針などについて ������������������������������������を目標に熱く語られました｡
まさに新生九州・沖縄支部にふさわしい順風

満帆なる旅立ちに思えました｡ その後､ 九州・

沖縄支部に対するこれまでの多大なる功労に

感謝の意を表すため､ 支部功労賞が池浦貞彦

名誉支部長 (福岡教育大学名誉教授) と木下

正義前���会長 (元福岡国際大学教授) に

贈呈されました｡ お二人にはこれまで個人的

にも多くの面でご指導とご鞭撻を頂戴して来

ました｡ ここに今一度心底より感謝申し上げ

たいと存じます｡

大会プログラムのトップを飾って､ ｢����
授業の展開 ― その可能性を広げるために ―｣

と題する特別講演が竹内理���新会長 (関

西大学) よりありました｡ メディア進化の潮

流とメディア利用教育の潮流と言語教育学の

潮流という３つの潮流の交わるところに､ あ

るべき ����の将来像を予想するという内
容でしたが､ 緻密な時間配分から聴衆を惹き

付ける話しぶりまで､ さすがと思わせる講演

でした｡

研究発表・実践報告では､ 福岡県と熊本県

そして地元長崎県の先生方が中心となり､ 様々

な側面から貴重な内容の発表がなされました｡

また､ 展示協賛企業12社のうち６社から企業

プレゼンテーションを頂戴し､ 各社新商品の

特徴が披露されました｡ 最後のテーマ別セッ

ションでは､ ���と関連させた観点から､ 多
読指導､ ���､ リメディアル教育の現状と今
後の課題について有意義な議論を聞くことが�

(受賞された水野先生と山根先生 (関西支部))���九州・沖縄支部40周年記念大会盛会のうちに無事終了
大会実行委員長 大 津 敦 史 (福岡大学)



できました｡

閉会式では､ 来年度の支部研究大会の開催

校を代表して､ 田口純先生 (筑紫女学園大学)

より心温まるご挨拶を頂きました｡

不肖ながら私が総合司会を務めた懇親会は､

バラの香が残るフォレストヴィラのすぐ傍に

位置する森のレストラン ｢トロティネ｣ を会

場に､ 53名もの方々のご参加を得ました｡ 竹

内会長と木下前会長のご挨拶の後､ 池浦名誉

支部長のご発声で懇親会の幕が開きました｡

途中の抽選会では､ 展示協賛企業様はじめハ

ウステンボス様と佐世保コンベンションビュー

ロー様よりたくさんの記念品を拠出頂きまし

た｡ ここに改めてお礼を申し述べたいと存じ

ます｡ 本当にありがとうございました｡ ここ

に掲載しました写真は､ 懇親会で仲良くグラ

スを交わす竹内会長と木下前会長と池浦名誉

支部長そしてわれらが島谷支部長の面々です｡

懇親会終了後の２次会には､ 何と30名近い

方々にお集まり頂き､ 時の過ぎるのも忘れて

歓談できました｡ 実に楽しい１日でした｡

最後になりますが､ ２年間に渡る大会準備

期間中､ 常に私を支えてくださった実行委員

の方々に心からお礼を申し述べたいと思いま

す｡ 島谷先生､ ご協力ありがとうございまし

た！竹野先生､ 事務局のお仕事お疲れ様でし

た！古村先生､ 今後ともどうぞよろしく！数

日前まで40℃の高熱を出しながらも頑張って

くれた長先生､ 本当にありがとう！そして､

大規模な大会ではいつも々 ｢縁の下の力持ち｣

を黙って演じ続けてくれた柴戸さん､ 心から

感謝申し上げます！

今年の���全国大会の最後に､ シンポジ
ウム ｢若手研究者が語るメディアと外国語教

育の新たな共生の姿｣ が開催され､ パネリス

トの１人として参加した｡ 昨年は竹内理新会

長 (関西大学) の下､ 脳科学をテーマの１つ

として行われた大会の最後に､ ビッグネイム

の基調講演が催された｡ 今年は若手の話を聞

いてみようという､ これまた斬新な発想によ

る企画ではなかったかと思う｡ シンポジウム

の前日には横浜のホテルで華やかな ｢���50
周年記念式典｣ が催され､ 歴史を振り返り､���の来し方を見つめる企画が行われた｡

しかし､ 学会プログラム全体は､ この学会の

先を見ようとする姿勢であふれ､ ���が
｢若い｣ 学会であることを示していたように

思う｡ それは新しい人員がこの学会を盛り立

てていると同時に､ 本学会が変化の激しい��の変化とも深く関係しているためでもあ
るだろう｡

コーディネータ・司会は会長の竹内理先生

自身が務められ､ 山田政寛先生 (金沢大学)､

住政二郎先生 (流通科学大学)､ 後藤一章先

生 (摂南大学)､ そして私がパネリストを務

めた｡ 山田先生は､ 教育工学がご専門の研究�

(木下先生, 池浦先生, 竹内会長, 島谷支部長)

���50若手シンポジウムに参加して
荒 木 瑞 夫 (宮崎県立看護大学)



者で､ 外国語教育の前提に捉われない見通し

のよい意見を展開された｡ 教育工学の論文査

読を多くされた経験から､ 外国語教育学の投

稿に研究デザインや統計が弱いものが多く､

論点が不明確なものが多いとコメントされた｡

社会的存在感という概念をめぐるご自身の教

育の基礎研究は､ 先のコメントに反しない方

法論的確かさを備え､ 力強い説得力を持って

いた｡ 住先生は､ 社会文化的アプローチの立

場から実践を全体的に捉えるという､ 魅力的

ながら実証性の確保も難しい領域で､ できる

限り実証的な方法論で挑んでおられる｡ 学習

ログをデータ源とした興味深い研究を紹介さ

れた｡ 後藤先生は､ 情報系の学部を出た後､

大学院で言語学を専攻された方で､ 高い情報

スキルを駆使して自然言語処理の観点から外

国語教育にアプローチをされている｡ 自然言

語処理と外国語教育との関連を整理し分かり

易く説明された｡ 私はというと､ 数年来取り

組んでいるオンライン異文化交流の実践の紹

介を行った｡ ツールは目まぐるしく変化する

が､ インターネットによって教室に ｢相手｣

を持ちこむことで生まれる教育の可能性は必

ずしも技術的な部分だけではないことと､ そ

れらの実践が教室単位で比較的に容易にでき

ることを強調したつもりである｡

各パネリストの発表の後､ お互いへのコメ

ントと共に､ 共同研究の可能性を話し合った

点がとても興味深かった｡ 教育現場は本来的

に多面的であるため､ より実践に関連づけよ

うとすれば多面的なアプローチが必要となる｡

アプローチの組み合わせと共同研究の遂行に

は､ 旧来の発想に捉われない､ ある意味での

｢若さ｣ が必要になるわけなのだと解釈した｡

終始するどくかつバランスの取れたコメン

トを展開した山田先生が､ 外国語教育研究に

散見される方法論のあやうさを ｢徒弟制の崩

壊｣ とも関連付けていた｡ 適確な指摘だと思

う｡ だが､ 各人が多様な背景を持っているこ

とは強みにもなり得るだろう｡ その重要な処

方箋として､ 学会がリーダーシップをとって

研究のスタンダードを示すことと､ 研究者間

の横の連携を結びつけることがあるだろう｡

まず実践ありきの会員も多い外国語教育の分

野では､ 学会が研究においても人間的な結び

つきにおいても多次元的なトポスとして機能

することが､ この分野の発展を促すのだと思

う｡ 変化が多く現実的なニーズに左右される

外国語教育の分野では､ 旧来型の ｢徒弟制｣

に大きく依存するディシプリンの継承は難し

い｡ だからこそ､ 私たち会員それぞれがより

｢自律的に｣ 学会に関わっていくことも大事

だと感じた一日だった｡

�



第40回支部研究大会 (支部設立40周年記念

大会) 当日に開催された支部総会において､

支部研究活動の活性化と支部運営の円滑化の

ために､ 諸規定の改定が提案され承認されま

した｡ その中で､ 特に､ 支部の研究活動の活

性化に関係する１) 支部紀要執筆資格の改定

と､ ２) 他支部会員の支部研究プロジェクト

への参加認可についてお知らせいたします｡

１) 支部紀要の執筆資格改定について

従来は､ 支部紀要の執筆は､ 本支部会員に

限られていました｡ しかし､ 他支部会員との

共同研究が増えている現状に対応するために､

｢支部紀要編集・執筆規定｣ にある執筆資格

を次のように改定いたしました｡

支部紀要編集規定・執筆規定 [執筆資格]

筆頭執筆者は本支部会員で､ 他支部会員は､

執筆者の過半数を超えられませんが､ 他支部

会員との共同研究の成果を支部紀要へ投稿す

ることができるようになりました｡

２) 支部研究プロジェクトでの他支部会員と

の共同研究について

支部研究プロジェクトは､ 本支部会員のみ

によって構成される研究グループを意味し､

他支部の会員が支部研究プロジェクトに参加

することは想定されていませんでした｡ 今回

の規定改定により､ 他支部の会員を共同研究

者として迎えて､ 支部研究プロジェクトへ応

募することが可能となりました｡

支部研究会応募規定

支部研究プロジェクト研究計画書式

支部諸規程は､ ４月に遡って改定され､ す

でに本年度の支部研究大会の発表者､ 支部研

究プロジェクトにも適用されております｡ さら

に､ 支部紀要執筆要項の一部が改訂され､ 原

稿提出要領が新たに定められております｡ 詳

細は支部ホームページのメインメニューにある

｢会則＆入会手続き等｣ でご確認ください｡

最後になりますが､ 本年度より支部研究プ

ロジェクトが毎年募集されることになり､ そ�

～＊～＊～＊～＊～＊～支部規定改定のお知らせ～＊～＊～＊～＊～＊���九州・沖縄支部長 島 谷 浩 (熊本大学)

新

九州・沖縄支部紀要の筆頭執筆者は外国
語教育メディア学会九州・沖縄支部会員
でなければならない｡ 但し､ 共著者とし
て他支部会員を執筆者の過半数を超えな
い範囲で加えることができる｡

旧
九州・沖縄支部紀要執筆者は外国語教育
メディア学会九州・沖縄支部会員でなけ
ればならない｡

新

１. 本研究プロジェクトへの応募資格を
有する者は､ 外国語教育メディア学会
(���) 九州・沖縄支部の会員とする｡
但し､ 共同研究者として他支部の会員
をプロジェクト全体の過半数を超えな
い範囲で含めることができる｡

旧
１. 本研究プロジェクトへの応募資格を
有する者は､ 外国語教育メディア学会
(���) 九州・沖縄支部の会員とする｡

新

共同研究者 《４名まで､ 但し他支部の会
員をプロジェクト全体の過半数を超えな
い範囲で含めることができる》：�������������(�) (�������������������������������������������������������������������������������)

旧
共同研究者 《４名まで》：�������������(�) (�������������)



の予算を反映した予算案が支部総会で承認さ

れました｡ 昨年度まで隔年募集であった支部

研究プロジェクトが､ 毎年４月に新しいプロ

ジェクトがスタートするにことになったわけ

で､ 支部の共同研究活動がより活発になるこ

とを強く期待しております｡ 支部研究プロジェ

クトの応募締切は､ 来年２月末日となってお

ります｡ 支部研究プロジェクト研究計画書式

を､ 支部ホームページから入手し､ ぜひ応募

をご検討ください｡

【新会員】 2010年６月１日以降 (50音順)

＜正会員＞���������������(久留米大学)
張あんな (東海大学福岡短期大学)

＜学生会員＞樋口高子(メリーランド大学)�����������(熊本学園大学)
【2010年度秋季学術講演会】

以下の日程で2010年度秋季学術講演会が開

催されます｡ 懇親会に参加をご希望の方は､

11月６日 (土) までに事務局までご連絡くだ

さい｡ なお今回の開催場所は東キャンパスと

なっておりますので､ ご注意ください｡

日時：2010年11月13日 (土)

15：00～17：00

会場：西南学院大学 東キャンパス

大学院棟大学院大ホール�����������������������������������������
講師：�����������������
(������������������������������������������������������������������������������� ��������� �������� ���������� �����������������������)

演題：����������������������������������������������������������������������������� �������� ����������� ��� �������������������
参加費：無料

懇親会：御膳屋 菴 (いおり)�������������������������������
地下鉄２号線中洲川端駅 川端口７番出口

会費：4�500円
懇親会申込先：���九州・沖縄支部 事務局������������������������
【第41回支部大会】

第41回支部大会が以下の日程で開催されます｡

日時：2011年６月４日 (土)

会場：筑紫女学園大学 (福岡県太宰府市)

大会テーマ：(仮) ｢こうすればできる

小学校外国語活動｣

口頭発表受付：2011年１月11日(火) から

2011年２月18日(金) (支部��にて受付)
【第51回全国大会】

第51回���全国大会が以下の日程で開催さ
れます｡

日時：2011年８月６日 (土) から８日 (月)

会場：名古屋学院大学白鳥キャンパス

大会テーマ：(仮) ｢外国語教育における

自律性と継続性｣

【支部研究プロジェクト】

これまで隔年募集でした支部研究プロジェク

トが､ 今年度から毎年応募できるようになり

ました｡ 今年度の締め切りは2011年２月末日

です｡ 多くのプロジェクトの応募をお待ち申

し上げております｡ 詳細につきましては､ 支

部ホームページの ｢会則＆入会手続き等｣ か

らプロジェクトに関する規定をご覧ください｡�

＊～＊～＊～＊～＊～事務局からのお知らせ～＊～＊～＊～＊～＊



��

【LET ホームページ】 

＜LET 本部＞ http://www.j-let.org 

＜LET 九州・沖縄支部＞ http://www.j-let-ko.org/ 

 

【LET 九州・沖縄支部事務局】 

〒808-0135 北九州市若松区ひびきの１−１ 

北九州市立大学  長 加奈子研究室内 




